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研究成果の概要（和文）： 汎用的能力を基盤とした災害看護実践力を育む看護基礎教育システムは、大学内と
地域（大学所在地・居住地・被災地等）を繋いで、災害と人々の生活と看護・医療・保健・福祉を実践的に学ぶ
ことを目指す。災害時の看護者の役割に焦点をおき看護を追及するプログラムを検討した。
 このシステムは、学内での講義とシミュレーション（演習）から地域での体験や実践活動へと学修の場を広げ
る学修を柱にして構成した。災害への備えの活動からは、災害は非日常であるが日常との延長線上にあり、日々
の生活・看護活動が災害時の看護に繋がるものであると感じる機会となる。学生は、被災地の人々との交流や支
援活動を通して災害を身近な問題と考える。

研究成果の概要（英文）：The objective of the basic nursing education system to foster disaster 
nursing practical skills based on general-purpose abilities is to establish the link between the 
university and community (in university site, resident area, disaster-stricken area, etc.) to 
practically learn nursing/medical care/health/welfare and livelihood of people and disasters. We 
evaluated the program to pursue the nursing and focus on the nurses’ roles during disasters.
 The system is constituted mainly by studies to spread the occasions from the on-campus lectures and
 simulations to the local experiences and practical activities. The disaster preparation activities 
provide the opportunities to sense that extraordinary disasters still lie on the extensions of 
ordinaries, and that daily lives and nursing activities in ordinary times will lead to disaster 
nursing. Through the support activities and the communications with evacuees in disaster-stricken 
areas, the students realize disasters are real-life issues.

研究分野： 看護学

キーワード： 災害看護　汎用的能力　看護基礎教育　災害看護実践力　教育システム　被災地　地域防災・減災　災
害への備え
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在の看護基礎教育は、学内での講義・演習に加え、災害看護を必要とする地域・被災地へと学修の場を広げ
る。汎用的能力を基盤とした災害看護実践力を育む看護基礎教育における教育システムは、学内と地域・被災地
を結んで、人々の生活と災害、災害と看護（医療）を実践的に学ぶことを目指す。被災地の人々とのふれあいや
支援活動を通して災害を身近な自分の問題と考え、看護の役割を考え看護活動の広がりを思考できる。災害は非
日常ではあるが日常との延長線上にあり、日々の生活・看護活動がまた災害時の看護に繋がるものである。この
教育システムは、双方向に行き来しながら災害看護実践力を育むと共に看護の発展に繋がるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、研究者らがこれまでの災害看護および教育に関わる研究を通して明らかとした災

害時に必要とされる看護実践力とその基盤となる汎用的能力を看護基礎教育において、「日常

から非日常」を体験する災害時の看護者の役割に焦点をおき追及するものである。看護基礎教

育における学生が、病院･施設、大学内および生活する地域を学修の場として、災害看護を学

び、看護実践力を身につける看護基礎教育システムを構築することである。展開するための研

究・教育基盤を確立して、さらに災害看護実践力を応用し、進化させる教育を目的とする。 

 看護基礎教育における災害看護に必要な能力の習得状況を明らかにし、地域社会で生活する

成人として自分を守るために必要な汎用的能力（自助）を大学生活で学ぶためのシステム作り

は、災害時の看護者としての姿勢をも育むものとなると考える。 

 
２．研究の目的 
 看護基礎教育における災害看護に必要な看護実践能力を身につけるために大学および地域社
会で学修する教育システムの構築とその検証を目的とする。 
 
３．研究の方法 
災害は多種多様であり、かつ被災状況は常に変化し続けるため、看護の対象となる人々の生

活、心身の状況も常に流動的であり変化している。それらの変化に合わせて看護者に求められ

る看護の役割、看護活動を判断し、実践できる能力が必要となる。それは、先を見通した上

で、現状の問題を見出し解決する為に他職種・他組織、様々な人々との協働のもと行動する力

である。さらに、看護の対象者と共に成長できる力を身につけていることも重要と考える。 

そこで、災害看護の学修は、学内や自分の生活圏に留まらず、広く、多様な災害状況や様々

な立場の人々に出会える場をシステムに組み込むことを目指し、学修機会・場の設定を段階的

に計画し、以下の４点について取り組んだ。 

（１）災害看護にかかわる教育の実践例、汎用的能力の活用にかかわる文献検討。 

（２）災害看護に必要な能力を習得するための教育方法の検討。 

①被災地での看護活動の視察および災害看護実施（体験者）への調査・文献による検討。 

②正課内外で実施される救急法講習会、災害の備え、避難訓練時の学生への意識調査。 

③災害看護に関する学修の場・機会の発掘。 

（３）病院・施設と大学との連携に関する意見交換。 

（４）看護基礎教育における学生参加型の災害看護授業の展開の試み。 

 
４．研究成果 

（１）教育システムへ導入する学修内容および場面の検討 

①正課外で実施した救急法講習会の開催と意識調査 

本研究以前の平成26（2014）年度から大学看護学科1年生・2年生対象として、災害時の自

助・共助力となり、看護活動における基礎的な知識と技術となる救急法講習会を開催してい

た。内容は、救命の連鎖、手当の基本、成人の心肺蘇生、一次救命処置、AEDの手順、異物

除去であった。平成26年度（70名）、平成27年度（79名）、平成28年度（105名）であり、

講習内容に興味があるは89％、68.8％、96.9％であり、今回の学びを活用できそうは89%、

71.9％、87.5％であったことから、日常における救急法の学修は意義あるものと考えた。大

学の教育強化費の補助、また平成28年からは１年生に対する導入教育の一つとして取り入れ

実施し、講習時の指導補助者として上級生（講習終了者）の協力を得た。この場面では1年

生にとっては上級生の姿から自分たちの将来を描き、上級生は下級生に教えることで知識・



技術の確認と自分たちの成長の姿を感じていた。そして、自己を守り、他者を助けるための

実践力の向上を図る機会となり、技術向上を目指すこと、非常時にこの力を活用することへ

の動機づけとなっていた。しかし、この救急法講習会は、一般の人を対象としている。そこ

で、看護専門職として求められる救急看護や災害看護へ継続していく学修プログラムにする

必要がある。そのためには、この救急法講習会での学修を想起して、災害看護時に必要とさ

れる応急処置、トリアージが実践できる力に繋げる専門的な知識と技術へと発展させていく

ことが重要となってくる。 

②実習病院と大学との連携に関するシンポジウム開催 

学生、教職員、医療関係者、地域住民などの立場から災害への備えと連携を検討すること

を目的とした。学生として生活する大学における災害への備え、大学の役割を考える機会と

して、学生・教職員・地域住民を対象とする公開シンポジウムを開催した。災害時の備えの

要点は、大学と実習施設との連携、両者が設置されている地域特性・行政を含めた具体的な

対応策を平穏時から確立することが示唆された。 

③福島県原子力発電事故により避難している子どもとその家族への介入 

趣旨説明・地域視察、保育園運動会での参加観察、保護者へのインタビュー、子どもへの

感染予防指導の実施を主たる活動とした。原発事故の被災地である福島県にあるA保育園に通

う子どもと保護者、教員の被災後5年となる日常生活を知り、看護支援活動を考える機会とし

た。生活の場である地域をフィールドとしたイベントへ有志学生と教員が参加協力した。子

どもたちは、保護者や仲間と共に地域を歩き、地域の素晴らしさを探求する。自分の住む地

域の自然・物・人に目を向けながら、安全の確認、危険とその対応を学んでいた。子どもと

保護者の姿から看護の対象である「人々の生活と健康」「災害慢性期における看護のあり

方」、そして被災したからこそ「自分の住む地域・生活の場を知り、考えている」こと、地

域とともにあるとは何かを学生たちは考えていた。 

④被災地での災害・防災、災害医療等を考える学習会・研修会への参加 

東日本大震災の被災地である福島県・宮城県に加えて平成28年度熊本地震の看護支援活動

の現状調査を実施し、教育内容として必要な要素・事柄の抽出・検討を実施する。 

⑤国内の災害被災地での看護活動への参加および見学 

宮城県（地震・津波）での健康教室、熊本県（地震）の地域づくり、福岡県（豪雨）でボ

ランティア活動への支援（健康管理）への参加をした。 

⑥国外での防災・減災プロジェクトおよび救援活動に関する参加観察、見学 

バングラディッシュ（HORINAGOR；洪水、COX Bazar：難民支援・健康指導）での国内外

団体・組織による医療支援・看護活動等の視察と住民および支援者とのディスカッションの

機会をもつ。 

⑦看護基礎教育における災害看護に関する授業展開（2単位30時間） 

プログラムの例 ア．大学看護学科4年次前期 必修；2単位30時間 

イ．１年次前期または後期 必修；2単位30時間 

ウ．１年次後期 必修；2単位30時間 4年次前期 選択；1単位15時間 

エ．１年次後期 必修；2単位30時間 １年次〜3年次 必修；各看護学

領域学修における災害看護を含む 4年次前期 選択；1単位15時間 

 

（２）災害看護実践力を育む看護基礎教育システムの試案 

本研究は、「日常から非日常」を体験する災害看護実践力を育むために汎用性能力を基盤と



した看護基礎教育システムの構築を目的とした。看護基礎教育４年間での教育プログラムは、

上記⑦エをとり、大枠を示す。 

 1年目：講義（災害看護の概要）、机上シミュレーション（日常の中での自分自身の安全を守

る備え、地域の特徴理解）、災害医療実践者の講話（災害医療の現場の実情、災害時における

看護者・医療者の役割等)、記録映像を活用したイメージ化を図る。 

 災害医療におけるトリアージの学修時に、救急処置に関する基本的な講義・演習を含む。 

 2年目・3年目：看護専門職として生活の場、対象別、災害サイクルによる看護を講義、演

習、領域実習を通して修得する。 

 4年目：災害看護に関する実践的な知識・技術の修得を目指し、被災者の体験、被災地での看

護活動に触れる機会を提供できるようにする。課題は、看護学生が実習（活動）するには、安

全の保証、時間や人数の制限、指導者の確保等がある。学生の参加を募り、被災地訪問・被災

者との交流、被災地での看護活動参加を1年から4年間でできるようなプログラムを確立してい

く必要性を確認している。 

 この看護基礎教育システムにおいて、学生が災害看護に関する課題をもち探求的に4年間学修

できる機会とその探求した成果を発表する場をもって学修達成の可視化を試みる。 

災害看護教授担当教員は、被災地での看護活動、看護ニーズ調査への協力を行い、学生の学

修機会の開拓へとつなげるとともに、科目担当者以外への協力を得ていく必要もある。学生は

学修当初は、災害が自分の生活とかけ離れていたり、災害医療・看護が災害急性期と考えてい

たりするが、授業を通して災害医療・看護を広く捉えられるようになる。自分の生活の中での

身近な問題であること、災害看護は災害急性期から中・長期、平穏期に渡って必要とされるも

のであること、災害看護は特別ではなく日常の看護活動と連続した看護活動であることを認識

してくる。 

 

（３）教育システム構築に向けて 

①看護基礎教育における災害看護の実践場面への参加機会を確保することと学生が参加する

にあたっての安全性の確保と保証を慎重に行うことの必要がある。 

②学生の参加が可能な機会・場面でも学生の受入れ人数に制限があり、学生数に合わせたプ

ログラムの準備の困難さがある。 

③科目内での学習―教育内容の充実を図ったプログラム作成と課外活動での教育・指導にあた

る教員及び指導者の災害看護、災害医療、災害時の救援活動における実践能力の向上を図る機

会（打合せ・研修）が必要となる。現在は、災害看護、災害救援等にかかわるネットワークを

活用して教育・指導に協力が得られる人材に依頼をしているため、災害看護の学修機会の整備

に時間を要する。 

④各看護領域での災害看護に関する教授内容を可視化し、4年間の教育プログラムにつなが

りをもち、発展させていく教育システムの構築の再検討が重要である。 

 

（４）課題 

①災害看護に関する授業・演習の教育=学習方法に関する評価により、年間および各学年で

の改善を図る必要がある。災害医療・看護に関する実践者・教育者・研究者とのネットワー

クをもち、最新の災害看護を学ぶ機会、災害看護教育の充実を図ることに努める。 

②これまでに整備してきた災害看護を学ぶ機会・場への学生参加は人数制限があるが、広く

参加を呼びかけ、学生の主体的な参加を促す。1年次から4年次のいずれかに参加でき、学年



を超えた交流ができる機会づくりや学生間での研鑽ができることも視野におき、4年間の災

害看護学修プログラムの構築に着手する。 

③学内外へ災害看護教育に関する具体的方法の提示、特に改善点に関する教材の獲得と開

発、協力人材の確保にも積極的に取り組む。 

 

（５）研究の限界と今後の課題 

看護基礎教育における災害看護教育の実施における学生の学修成果、反応をより明確にする

よう客観的データの収集・分析を行うことが最大の課題である。特に、災害看護教育実施前後

での看護学生の汎用能力に関するデータ収集・分析を継続する。 

また、看護基礎教育において災害看護の実践場面のへの参加機会を確保することと、学生が

参加するにあたっての安全性の確保とその保証の説明と証明を確実なものとする。そのために

も災害看護と連動させる教育プログラムとして救急看護などの科目と内容を検討し、災害看護

分野に関連する実践者、教育者、研究者とのネットワークをより広げ、災害サイクルの慢性

期・復興期、静穏期も焦点化した看護活動の場(災害医療救援研修、セミナー、地域防災･減災

訓練等)を確保し、学生が参加できる機会を増やすことである。 

さらに教育にあたる教員および指導者の実践力向上を図る機会を確保する必要もある。 
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